
三重県

三重県立熊野
古道センター（2007）

夢古道おわせ（2008）

お綱茶屋（2012）

里創人熊野倶楽部（2009）

紀南ツアーデザインセンター（2004）熊野本宮大社

熊野速玉大社

紀北町

尾鷲市

熊野市

御浜町

紀宝町

熊野那智大社

熊野古道

熊野三山

東紀州地域

38

化
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
た
、
世
界
的
に

も
希け

う有
な
例
で
あ
る
。
道
が
世
界
遺
産
と

し
て
認
め
ら
れ
た
事
例
は
現
在
ま
で
に
日

本
の
例
を
含
め
三
例
（
注
１
）
し
か
な
い
。

歴
史
街
道
の

活
用
に
関
す
る

わ
が
国
の
施
策
展
開

歴
史
街
道
を
観
光
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
は
、
米
国
で
は
一
九
六
〇

年
代（
注
２
）、
日
本
で
は
一
九
七
〇
年
代
後

半
、
欧
州
で
は
一
九
八
〇
年
代
後
半（
注
３
）

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
文
化
庁

に
よ
る
「
歴
史
の
道
」
事
業
が
そ
れ
に
該

当
し
、
当
時
か
ら
文
化
観
光
の
一
助
に
な

る
取
り
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
一
九
七
七
年（
昭
和
五
十
二
年
）

十
月
二
十
四
日
の
朝
日
新
聞
で
は
、「
歴

史
の
道
」
事
業
に
つ
い
て
「
期
待
大
き
い

﹃
歴
史
の
道
﹄　

文
化
観
光
の
舞
台
に
も
」

と
い
う
見
出
し
と
と
も
に
「
歴
史
の
道
」

事
業
を
紹
介
す
る
記
事
を
載
せ
て
い
る
。

「
歴
史
の
道
」
事
業
は

（
一
）
調
査
事
業

（
二
）
整
備
事
業

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
全
国
で
地

三
重
県
に
お
け
る
熊
野
古
道
の
保
全
と

活
用
に
関
す
る
研
究

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
研
究
員

西
川  

亮

自主研究報告
図1　東紀州地域と熊野古道

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
は
三

重
県
・
奈
良
県
・
和
歌
山
県
に
ま
た
が
る

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
が
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
十
年
を
迎

え
る
年
で
あ
る
。
三
重
県
で
は
昨
年
の
伊

勢
神
宮
式
年
遷
宮
に
続
き
、
今
年
は
世

界
遺
産
登
録
十
周
年
を
記
念
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
三
重
県
内
の
熊
野
古
道
を
例

に
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ま
で

の
取
り
組
み
や
プ
ロ
セ
ス
を
、
国
内
外
の

歴
史
街
道
に
関
す
る
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ

解
説
し
た
い
。

な
お
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

は
、
三
つ
の
霊
場
（
熊
野
三
山
、
吉
野
・

大
峰
、
高
野
山
）
と
そ
れ
ら
へ
至
る
参
詣

道
か
ら
成
る
が
、
特
に
参
詣
道
は
道
が
文

『観光地経営の視点と実践』（公益財団法人日本交通公社／丸善出版）P.188 図表一部改変
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元
の
郷
土
史
家
や
専
門
家
ら
が
自
ら
古

道
を
歩
き
、
発
掘
し
、
古
道
と
し
て
の
歴

史
的
な
価
値
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
文
化
庁
が
史
跡
指
定
を
行
う
な
ど

し
て
そ
の
保
存
に
努
め
て
き
た
。一
九
九
六

年
（
平
成
八
年
）
に
「
歴
史
の
道
百
選
」

が
選
定
（
注
４
）
さ
れ
、
一
九
九
八
年
（
平

成
十
年
）
か
ら
は
「
歴
史
の
道
」
事
業
が

（
一
）
調
査
事
業
（
二
）
整
備
事
業
に
加
え
、

（
三
）
整
備
活
用
計
画
策
定

（
四
）
ガ
イ
ド
育
成
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
事
業

へ
と
拡
充
し
、
各
県
で
「
歴
史
の
道
」
を

用
い
た
観
光
の
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
西
日
本
の
官
民
を
中
心
と
し

た
歴
史
街
道
構
想
が
一
九
九
〇
年
代
初
頭

に
提
唱
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史
街
道
は
地
域

資
源
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

熊
野
古
道
に
対
す
る

三
重
県
の
取
り
組
み

歴
史
街
道
の
利
用
促
進
の
た
め
の
取
り

組
み
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
な
か
、
官

民
が
連
携
し
て
興
味
深
い
取
り
組
み
を
続

け
て
き
た
の
が
三
重
県
の
熊
野
古
道
で
あ

図2　三重県内の熊野古道に関する主な取り組み

各種資料より筆者作成

第1期（1993年～1998年）
官を中心とした熊野古道の
発掘調査と整備

第2期（1999年～2003年）
熊野古道の観光活用への
気運の高まり

第3期（2004年～）
世界遺産登録と官民協働の保全・活用

熊
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道
保
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る
。
以
下
に
熊
野
古
道
へ
の
着
目
と
世
界

遺
産
登
録
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の

三
重
県
に
お
け
る
取
り
組
み
を
整
理
し
た

（
図
２
）。

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
取
り
組
み
は
、

大
き
く
分
け
て
次
の
三
段
階
に
整
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

【
一
九
九
三
年
～
一
九
九
八
年
】

官
を
中
心
と
し
た
熊
野
古
道
の

発
掘
調
査
と
整
備

熊
野
古
道
が
通
る
三
重
県
内
の
地
域

は
東
紀
州
と
言
わ
れ
て
い
る
。
東
紀
州
地

域
は
民
間
に
よ
る
投
資
も
少
な
く
、
バ
ブ

ル
期
に
は
大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
も
構

想
こ
そ
あ
っ
た
も
の
の
実
現
に
至
る
こ
と

は
な
か
っ
た
（
注
５
）。
人
口
減
少
や
過
疎

化
が
進
む
東
紀
州
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
設
置
さ
れ
た

の
が
、
県
知
事
を
本
部
長
と
す
る
「
東
紀

州
地
域
活
性
化
推
進
本
部
」
と
、
東
紀

州
の
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
た
「
東
紀
州

地
域
活
性
化
事
業
推
進
協
議
会
」
で
あ
る
。

東
紀
州
地
域
活
性
化
事
業
推
進
協
議

会
（
以
下
、
活
性
化
協
議
会
）
は
、
県
知

事
の
提
案
に
よ
り
、
東
紀
州
地
域
（
注
６
）

の
二
市
五
町
一
村
（
現
在
は
二
市
三
町
）

が
共
有
す
る
熊
野
古
道
を
核
と
し
た
活
性

化
の
方
策
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
後
活
性
化
協
議
会
は
、
熊
野
古
道
現
地

調
査
（
一
九
九
四
年
〔
平
成
六
年
〕）、
熊

野
古
道
整
備
基
本
計
画（
一
九
九
五
年〔
平

成
七
年
〕）、
熊
野
古
道
整
備
実
施
計
画

（
一
九
九
六
年
〔
平
成
八
年
〕）、
熊
野
古
道

サ
イ
ン
整
備
計
画（
一
九
九
七
年〔
平
成
九

年
〕）
を
中
心
と
な
っ
て
策
定
し
て
い
っ
た
。

【
一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
三
年
】

熊
野
古
道
の
観
光
活
用
へ
の

気
運
の
高
ま
り

三
重
県
と
東
紀
州
地
域
の
市
町
村
は

一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
に
半
年
間

に
わ
た
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
「
東
紀
州

体
験
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は

和
歌
山
県
の
「
南
紀
熊
野
体
験
博
」、
奈

良
県
の
「
吉
野
魅
惑
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
と
合
同
で
開
催
さ
れ
、
活
性
化
協
議

会
に
と
っ
て
は
熊
野
古
道
の
存
在
や
そ
の

歴
史
的
価
値
を
広
く
住
民
に
知
ら
せ
る

絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
東
紀
州
体
験
フ

ェ
ス
タ
で
は
、
企
画
段
階
か
ら
住
民
の
参

画
を
促
し
、
一
体
感
の
あ
る
百
五
十
一
件

も
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
地
元
を
は
じ
め
全
国
か
ら
多
く
の
来

場
者
を
迎
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

東
紀
州
体
験
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
て
熊
野

古
道
伊
勢
路
の
知
名
度
が
上
が
っ
た
こ
と

で
、
地
元
住
民
は
主
体
的
に
自
地
域
の
歴

史
資
源
・
観
光
資
源
と
し
て
熊
野
古
道

伊
勢
路
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
だ

ん
だ
ん
の
会
（
熊
野
市
）」
や
「
ツ
ヅ
ラ

ト
峠
を
守
る
会
（
紀
北
町
）」
な
ど
の
住

民
組
織
が
東
紀
州
体
験
フ
ェ
ス
タ
を
契
機

に
結
成
さ
れ
た
。
東
紀
州
体
験
フ
ェ
ス
タ

は
、
住
民
が
主
体
的
に
熊
野
古
道
を
守

り
、
活
か
す
契
機
に
も
な
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

【
二
〇
〇
四
年
以
降
】

世
界
遺
産
登
録
と

官
民
協
働
の
保
全
・
活
用

東
紀
州
体
験
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
て
熊
野

古
道
が
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
の
共
有

が
図
ら
れ
、地
域
一
体
と
な
っ
て
世
界
遺
産

登
録
へ
の
気
運
が
高
ま
る
な
か
、二
〇
〇
二

年（
平
成
十
四
年
）
に「
熊
野
古
道
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
策
定
さ
れ
た
。こ

れ
に
は
策
定
段
階
で
百
人
以
上
の
市
民
や

専
門
家
が
参
画
し
て
お
り
、
関
係
市
町

村
や
事
業
者
、
市
民
活
動
団
体
、
地
域
住

民
な
ど
の
熊
野
古
道
に
関
わ
る
人
々
が
取

り
組
む
事
業
や
活
動
等
に
つ
い
て
具
体
的

な
指
針
を
示
し
た
計
画
で
あ
る
。「
熊
野

古
道
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
世
界

遺
産
登
録
後
の
現
状
を
踏
ま
え
た
「
そ
の

２
」
が
二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）、「
そ

の
２
追
記
編
」
が
二
〇
〇
八
年
（
平
成

二
十
年
）
に
策
定
さ
れ
た
。

熊
野
古
道
の
保
全
面
で
は
、
世
界
遺

産
登
録
に
併
せ
て
古
道
が
文
化
庁
に
よ

り
史
跡
指
定
を
受
け
た
う
え
、「
世
界
遺

産
保
存
管
理
計
画
」
が
策
定
さ
れ
る
な

ど
、
熊
野
古
道
は
制
度
的
に
も
文
化
財

と
し
て
の
保
全
体
制
が
整
っ
た
。
ま
た
、

多
く
の
峠
に
は
「
○
○
峠
を
守
る
会
」

な
ど
の
保
存
会
が
組
織
さ
れ
た
う
え
、

二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）
に
は
住
民

を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ

る
熊
野
古
道
保
存
会
が
意
見
交
換
を
行

う
場
と
し
て
「
熊
野
古
道
保
存
会
連
絡

協
議
会
」
を
設
置
し
、
地
域
全
体
で
古

道
を
守
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年（
平
成
十
六
年
）
よ
り
熊

野
古
道
に
関
わ
る
官
民
の
関
係
者
が
集
い
、

意
見
交
換
や
調
整
を
行
う
た
め
の
「
熊
野

古
道
協
働
会
議
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
県
や
市
は
熊
野
古
道
の
歴
史
・

文
化
を
学
ぶ
と
と
も
に
域
内
で
の
滞
留
や

40
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消
費
を
促
す
た
め
の
施
設
と
し
て

二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）
に
熊
野
古

道
八や

き鬼
山や

ま

峠
の
麓ふ

も
と

に
三
重
県
立
熊
野
古

道
セ
ン
タ
ー
（
写
真
１
）、二
〇
一
二
年
（
平

成
二
十
四
年
）
に
世
界
遺
産
構
成
資
産
の

一
つ
で
あ
る
「
花
の
窟い

わ
や

」
に
隣
接
し
て
「
お

綱
茶
屋
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

地
域
づ
く
り
を
促
進
す
る
体
制
と
し

て
は
、
熊
野
古
道
の
保
全
と
観
光
に
よ
る

地
域
に
対
す
る
経
済
的
な
貢
献
を
両
立

さ
せ
る
た
め
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九

年
）
に
は
活
性
化
協
議
会
を
引
き
継
い
だ

「
東
紀
州
観
光
ま
ち
づ
く
り
公
社
」
が
設

立
さ
れ
、
現
在
に
至
る
（
注
７
）。

東
紀
州
体
験
フ
ェ
ス
タ
と
世
界
遺
産
登

録
を
契
機
に
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
重
層

的
な
熊
野
古
道
の
保
全
・
活
用
策
が
展
開

さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
地
域
の
特
徴
で
あ

り
、
強
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
三
重
県
東

紀
州
地
域
で
は
一
九
九
〇
年

代
初
頭
以
降
、
熊
野
古
道
の

顕
在
化
と
活
用
の
た
め
の
施

策
を
展
開
し
て
今
日
に
至
る
。

東
紀
州
地
域
の
事
例
か
ら

は
、
行
政
の
枠
を
超
え
た
地

域
で
一
体
と
な
っ
て
資
源
の

保
全
と
歴
史
価
値
の
共
有
、

観
光
活
用
を
実
現
す
る
手
法

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
に
向
け
て

今
回
は
、
主
に
熊
野
古
道
の
保
全
と
活

用
に
関
す
る
取
り
組
み
の
変
遷
を
、
東
紀

州
地
域
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
で
概
観
し
た
。

今
後
は
、
個
々
の
計
画
を
精
査
す
る
と
共

に
、
市
町
村
別
の
取
り
組
み
を
整
理
し
て

い
く
。　
　
　
　

 （
に
し
か
わ　

り
ょ
う
）

写
真
１ 

尾
鷲
市
に
二
〇
〇
七
年
に
設
立
し
た
三
重

県
立
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
。熊
野
古
道
に

関
す
る
常
設
展
や
企
画
展
を
開
催
し
て
い

る
。飲
食
・
物
販
施
設
の「
夢
古
道
お
わ
せ
」

が
隣
接
し
て
い
る（
著
者
撮
影
）

（
注
１
）「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」の
ほ
か
、サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ・
デ
・コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
の
巡
礼
道（
ス

ペ
イ
ン
、 一九
九
三
年
登
録
）、ティ
エ
ラ
ア
デ
ン
ト

ロ
の
王
の
道（
メ
キ
シ
コ
、二
〇
一
〇
年
登
録
）

（
注
2
）National historic trail

と
呼
ば
れ
、一九
六
八

年
よ
り
開
始
。
現
在
ま
で
に
十
九
の
ル
ー
ト
が

選
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
3
）欧
州
評
議
会
に
よ
る〝cultural routes pro-

gram
m

e

〟
で
、一九
八
七
年
よ
り
開
始
。現
在

ま
で
に
二
十
六
の
ル
ー
ト
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
4
）実
際
に
は
七
十
八
の
道
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
5
）国
際
リ
ゾ
ー
ト
「
三
重
サ
ン
ベ
ル
ト
ゾ
ー
ン
」
構

想
、一九
八
八
年
七
月

（
注
6
）三
重
県
南
部
の
五
市
町（
紀
北
町
、尾
鷲
市
、

熊
野
市
、御
浜
町
、紀
宝
町
）か
ら
成
る
。

（
注
7
）二
〇
一
三
年
四
月
よ
り
「
東
紀
州
地
域
振
興

公
社
」に
名
称
変
更

地域概要

面積	 991.74㎢（東紀州地域合計）

人口（65歳以上の割合）	 79,000人（35.1％）[2010年国勢調査、以下同じ]

産業別就業者数（割合）	 34,718人（第1次10.6％、第2次21.9％、第3次66.1％）

主な観光資源・観光施設	 熊野古道、鬼ケ城、熊野花火大会

観光客数（構成）	 年間1,771千人（宿泊19％、日帰り81％）[2012年]

『観光地経営の視点と実践』（公益財団法人日本交通公社／丸善出版）P220より

市町村合併の変遷
紀伊長島町	

紀北町（2005年［平成17年］10月11日～）
海山町	

尾鷲市	 尾鷲市

熊野市	
熊野市（2005年［平成17年］11月1日～）

紀和町	

御浜町	 御浜町

紀宝町	
紀宝町（2006年［平成18年］1月10日～）

鵜殿村	

2市5町1村=8市町村	 2市3町=5市町
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